
は
じ
め
に

本
稿
は
「
青
蘿
発
句
注
解
一
～
五
」（『
姫
路
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
三
〇
・
三
二
、『
国
際
言
語
文
化
論
集
』
一
・
二
、
三

２

０
１
７
年
２
月
、
２
０
１
９
年
２
月
、
２
０
２
０
年
２
月
、
２
０
２
１
年
２
月
、
２
０
２
２
年
２
月
、
以
下
「
注
解
一
～
五
」
と
略
称
す

る
）
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
栗
の
本
青
蘿
が
生
涯
に
詠
ん
だ
発
句
を
、
年
代
の
わ
か
る
も
の
は
古
い
順
に
と
り
あ
げ
、
注
解
し
て
い
る
。

今
回
は
寛
政
元
年
か
ら
同
三
年
ま
で
の
三
年
間
に
詠
ん
だ
発
句
、
ま
た
は
そ
の
間
に
出
版
さ
れ
た
俳
書
に
載
る
も
の
を
採
り
上
げ
た
。

と
り
あ
げ
た
発
句
の
多
く
は
、栗
の
本
一
門
の
俳
書
に
入
集
す
る
も
の
で
あ
る
。
出
典
の
一
つ
で
あ
る『
は
り
ま
あ
ん
ご
』（
寛
政
元
年
、

瓜
坊
編
）
は
漢
字
に
す
る
と
「
播
磨
庵
居
」。
行
脚
俳
人
瓜
坊
が
、
播
磨
の
青
蘿
を
訪
ね
、
そ
の
庵
に
滞
在
し
て
編
ん
だ
集
で
あ
る
。
寛
政

元
年
の
正
月
を
青
蘿
の
も
と
で
迎
え
て
お
り
、
青
蘿
と
の
歳
旦
三
つ
物
や
春
興
歌
仙
の
ほ
か
、
栗
の
本
一
門
の
四
季
発
句
な
ど
を
収
め
る
。

『
う
ら
あ
ふ
ぎ
』（
寛
政
元
年
、
玉
屑
編
）
は
「
浦
扇
」。
淡
路
の
栗
の
本
門
人
た
ち
の
集
で
あ
る
。
玉
屑
が
中
心
と
な
っ
て
淡
路
松
帆
の
浦

に
芭
蕉
の
「
ひ
ら
ひ
ら
と
あ
ぐ
る
扇
や
雲
の
峰
」
の
句
碑
を
建
立
、「
扇
塚
」
と
名
付
け
同
書
を
刊
行
し
た
。
青
蘿
は
、
塚
の
開
眼
供
養
俳

諧
の
発
句
を
詠
み
、ま
た
同
書
の
序
文
を
書
い
て
い
る
。
淡
路
島
に
も
栗
の
本
門
人
が
多
く
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
跋
文
は
几
董
で
あ
る
。

『
観
月
楼
句
集
』（
寛
政
元
年
、
乙
坡
編
）
は
、
但
馬
の
門
人
、
長
沢
桃
如
の
一
周
忌
追
善
集
。
桃
如
生
前
の
天
明
六
年
、
青
蘿
は
桃
如
宅

（
観
月
楼
）
に
滞
在
し
て
お
り
、
そ
の
時
の
発
句
は
「
注
解
五
」
に
入
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
桃
如
追
善
句
と
同
書
所
収
の
四
季
発
句
を
と

り
あ
げ
た
。
ま
た
、
寛
政
元
年
に
友
人
几
董
が
亡
く
な
り
、
そ
の
追
善
集
『
鐘
筑
波
』（
寛
政
二
年
、
紫
暁
編
）
に
は
、
青
蘿
が
詠
ん
だ
几

董
追
善
句
が
入
る
。

寛
政
二
年
十
月
、
青
蘿
は
二
条
家
俳
諧
の
宗
匠
と
な
っ
た
。
前
の
月
に
暁
台
が
創
始
し
、
続
い
て
第
二
回
目
の
御
会
で
あ
っ
た
。
俳
諧

の
百
韻
は
二
条
家
当
主
が
発
句
を
詠
み
、
宗
匠
の
青
蘿
は
脇
句
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
「
宿
題
」
が
あ
り
発
句
を
献
上
し
た
ら
し
い
。
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二
条
家
俳
諧
の
記
録
に
は
残
ら
な
い
が
、『
青
蘿
発
句
集
』
に
「
御
宿
題
」
と
前
書
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
翌
年
も
三
月
に
二
条
家

俳
諧
に
召
さ
れ
、
同
じ
く
「
御
宿
題
」
の
発
句
を
詠
ん
で
い
る
。

そ
し
て
そ
の
年
（
寛
政
三
年
）
六
月
十
七
日
、
青
蘿
は
没
し
た
。
首
に
で
き
た
癰よ

う

（
腫
れ
物
）
が
命
取
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
追
善
集

『
水
の
月
』（
寛
政
三
年
、
玉
屑
編
）
に
は
、
辞
世
吟
と
長
い
前
書
を
載
せ
て
い
る
。
辞
世
吟
は
、
水
の
月
を
め
が
け
て
舟
か
ら
飛
び
込
む

自
分
を
詠
む
。
文
も
句
も
ダ
ン
デ
ィ
ー
で
あ
る
。

そ
こ
ま
で
で
青
蘿
の
一
生
は
終
わ
り
な
の
だ
が
、
翌
年
、
門
人
の
布
舟
が
出
版
し
た
『
栗
本
集
』
は
内
題
「
栗
の
本
両
吟
歌
仙
行
」
で
、

青
蘿
が
門
人
と
巻
い
た
両
吟
歌
仙
三
十
六
を
収
め
る
。
歌
仙
の
成
立
年
代
の
多
く
は
不
明
だ
が
、青
蘿
の
生
前
の
も
の
に
違
い
な
い
の
で
、

発
句
を
本
稿
に
収
め
た
。

一

以
下
、
発
句
と
そ
の
注
解
で
あ
る
。
引
用
文
や
発
句
の
文
字
の
う
ち
、
漢
字
の
旧
字
体
は
現
行
の
も
の
に
直
し
、
濁
点
、
句
読
点
を
補
っ

た
。
ま
た
適
宜
、
振
り
仮
名
も
付
し
て
い
る
。

①

明
星
の
い
ろ
を
外
山
の
花
の
春

青
蘿

春
（
花
の
春
）

出
典
『
は
り
ま
あ
ん
ご
』（
寛
政
元
年
、
瓜
坊
編
）。『
観
月
楼
句
集
』（
寛
政
元
年
、
乙
坡
編
）、『
青
蘿
発
句
集
』（
寛
政

九
年
、
玉
屑
編
）
に
も
入
る
。

【
訳
】
新
春
、
初
日
の
出
の
前
に
、
明
星
が
輝
い
て
い
る
、
そ
の
色
を
映
す
山
々
に
は
、
は
や
春
の
気
配
が
あ
る
。

【
注
】
初
春
の
空
の
清
澄
な
明
星
を
呼
ん
で
い
る
。『
は
り
ま
あ
ん
ご
』
は
加
古
川
で
迎
春
し
た
瓜
坊
の
撰
集
。
内
題
「
播
磨
鹿
児
川

栗
之
本

行
脚
瓜
坊
撰
」。
巻
頭
の
三
つ
物
の
発
句
が
当
句
。
脇
は
其
良
、
第
三
は
瓜
坊
。

春
興

②

鶯
の
木ぼ

瓜け

も
い
ば
ら
も
初
音
哉

青
蘿
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春
（
鶯
）

出
典
『
は
り
ま
あ
ん
ご
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
鶯
の
初
音
が
聞
こ
え
る
。
梅
に
鶯
が
風
流
な
取
り
合
わ
せ
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
、
木
瓜
の
木
に
も
茨
の
木
に
も
止
ま
っ
て

そ
の
声
を
聞
か
せ
て
い
る
。

【
注
】
木
瓜
や
茨
は
、
和
歌
で
は
詠
ま
な
い
。
俳
諧
だ
か
ら
こ
そ
の
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
瓜
坊
と
の
両
吟
歌
仙
の
発
句
。

③

萕
な
ず
な

う
つ
里
を
見
る
か
に
小
田
の
雁

青
蘿

春
（
萕
）

出
典
『
は
り
ま
あ
ん
ご
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
正
月
七
日
の
朝
、
家
々
で
は
一
斉
に
七
草
を
た
た
く
。
そ
ん
な
里
を
な
が
め
て
い
る
か
の
ご
と
く
、
田
打
ち
前
の
田
ん
ぼ
で
、

雁
が
遊
ん
で
い
る
。

【
注
】「
萕
う
つ
」
は
、
正
月
七
日
、
七
草
を
調
理
す
る
の
に
包
丁
で
た
た
く
。
そ
の
頃
ま
だ
田
打
ち
は
始
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
田
ん

ぼ
は
広
く
雁
が
遊
ぶ
。『
は
り
ま
あ
ん
ご
』「
春
の
部
一
」
の
巻
頭
発
句
。

④

后の
ち

の
月
蕎
麦
に
時
雨
の
間
も
あ
ら
ね

青
蘿

秋
（
後
の
月
）

出
典
『
は
り
ま
あ
ん
ご
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
後
の
月
が
美
し
い
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
蕎
麦
を
収
穫
す
る
。
初
時
雨
が
降
る
ま
で
、
も
う
間
も
な
い
こ
と
だ
。

【
注
】
蕎
麦
は
、『
通
俗
志
』
で
「
植
ゑ
る

七
月
、
花

八
月
、
苅
る

九
月
」
と
あ
る
。
後
の
月
は
九
月
、
時
雨
は
十
月
で
あ
る
。

季
節
移
り
の
は
や
さ
を
詠
む
。「
秋
の
部
三
」
に
入
る
。

扇
塚
開
眼
之
俳
諧

⑤

声
を
添
へ
て
塚
の
名
ひ
ら
け
青
嵐

青
蘿

夏
（
青
嵐
）

出
典
『
う
ら
あ
ふ
ぎ
』（
寛
政
元
年
、
玉
屑
編
）。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
初
夏
の
風
よ
、
そ
よ
そ
よ
と
い
う
音
と
共
に
、
こ
の
扇
塚
の
扇
を
開
い
て
、
名
を
運
ん
で
知
ら
し
め
て
く
れ
。

【
注
】「
青
嵐
」
は
、
青
葉
を
吹
き
渡
る
風
で
、
嵐
で
は
な
い
。
気
持
ち
よ
い
初
夏
の
風
が
、
扇
塚
を
開
眼
さ
せ
る
の
で
あ
る
。『
う
ら
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あ
ふ
ぎ
』
は
、
玉
屑
ら
が
淡
路
松
帆
の
浦
に
扇
塚
を
建
立
し
た
記
念
集
。
本
句
は
扇
塚
開
眼
供
養
の
俳
諧
の
発
句
、
連
衆
は
三
十
人
、

脇
は
玉
屑
。「
寛
政
元
年
己
酉
四
月
十
二
日
於
願
海
寺
興
行
」
と
あ
る
。

⑥

こ
ろ
も
が
へ
う
す
き
い
の
ち
を
祝
ひ
け
り

青
蘿

夏
（
更
衣
）

出
典
『
う
ら
あ
ふ
ぎ
』。『
観
月
楼
句
集
』（
寛
政
元
年
、
乙
坡
編
）、『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
更
衣
し
て
夏
衣
に
な
っ
た
。
そ
の
衣
の
薄
さ
が
う
れ
し
く
、
薄
い
衣
に
身
を
包
む
己
が
命
を
寿
ぎ
た
く
な
る
こ
と
だ
。

【
注
】
更
衣
は
旧
暦
四
月
一
日
。
扇
塚
開
眼
供
養
「
一
座
探
題
」
の
巻
頭
句
。

⑦

我
い
ほ
は
ひ
る
寝
す
る
間
に
青
田
か
な

青
蘿

夏
（
青
田
）

出
典
『
う
ら
あ
ふ
ぎ
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
私
の
庵
か
ら
見
え
る
田
ん
ぼ
は
、
私
が
怠
惰
な
生
活
を
し
て
、
昼
寝
を
し
て
い
る
間
に
、
い
つ
の
間
に
か
、
田
植
え
が
す
み
、

青
田
に
な
っ
て
い
る
。

【
注
】
青
田
は
、
稲
の
葉
が
青
々
と
成
長
し
た
田
。
昼
寝
し
て
い
る
間
に
田
植
え
が
終
わ
っ
た
、
と
す
る
。「
我
い
ほ
は
」
は
百
人
一
首

の
「
我
庵
は
都
の
た
つ
み
し
か
ぞ
す
む

世
を
う
ぢ
山
と
人
は
い
ふ
な
り

喜
撰
法
師
」
に
よ
る
。
脇
は
「
う
つ
れ
ば
か
は
る
雉
子

は
水
鶏
に

玉
屑
」
で
、
鳥
の
移
り
変
わ
り
で
応
じ
て
い
る
。
玉
屑
と
の
両
吟
歌
仙
の
発
句
。

⑧

宵
闇
の
名
も
あ
る
里
か
梅
の
花

青
蘿

春
（
梅
の
花
）

出
典
『
観
月
楼
句
集
』（
寛
政
元
年
、
乙
坡
編
）。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
宵
闇
の
里
、
そ
の
名
の
通
り
宵
闇
の
今
、
梅
の
花
の
色
は
見
え
な
く
て
も
香
り
は
隠
れ
る
こ
と
な
く
漂
っ
て
い
る
。

【
注
】
梅
の
花
の
「
色
こ
そ
み
え
ね
名
や
は
隠
る
る
」（
古
今
集
、
み
つ
ね
）
の
性
質
を
詠
む
。『
観
月
楼
句
集
』
は
但
馬
の
栗
の
本
門

人
長
沢
桃
如
の
一
周
忌
追
善
集
。「
宵
闇
」
の
地
名
が
ど
こ
な
の
か
不
明
。「
四
季
発
句
」
春
の
部
所
収
。
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⑨

寝
そ
び
れ
し
夜
ぞ
と
思
へ
ば
今
朝
の
秋

青
蘿

秋
（
今
朝
の
秋
）

出
典
『
観
月
楼
句
集
』

【
訳
】
昨
夜
は
暑
く
て
眠
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
立
秋
の
今
日
、
朝
の
空
気
は
す
っ
か
り
秋
、
そ
れ
が
う
れ
し
い
。

【
注
】「
四
季
発
句
」
秋
の
部
の
巻
頭
句
。

⑩

山
茶
花
や
雀
顔
出
す
華
の
中

青
蘿

冬
（
山
茶
花
）

出
典
『
観
月
楼
句
集
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
山
茶
花
が
咲
い
て
い
る
。
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
花
の
間
か
ら
、
雀
が
顔
を
出
す
。
花
を
食
べ
て
い
る
の
か
、
虫
を
食
べ
て
い

る
の
か
、
な
ん
と
も
可
愛
い
こ
と
だ
。

【
注
】
山
茶
花
と
雀
の
取
り
合
わ
せ
が
珍
し
い
。「
四
季
発
句
」
冬
の
部
所
収
の
句
。

⑪

雪
ま
へ
や
岡
の
月
夜
に
大だ

い

根こ

引ひ
き

青
蘿

冬
（
雪
）

出
典
『
観
月
楼
句
集
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
そ
ろ
そ
ろ
雪
が
降
り
始
め
る
頃
、
雪
が
降
る
前
に
と
、
畑
で
は
月
夜
に
大
急
ぎ
で
大
根
引
き
を
し
て
い
る
。

【
注
】「
岡
」
は
畑
。
農
家
の
生
活
を
詠
む
。「
四
季
発
句
」
冬
の
部
所
収
の
句
。

⑫

涙
に
は
染
ず
も
ま
つ
の
秋
の
声

青
蘿

秋

出
典
『
観
月
楼
句
集
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
が
、
下
の
句
「
秋
の
風
」。

【
訳
】
松
は
色
を
変
え
る
こ
と
が
な
く
、
秋
風
に
松
の
音
を
響
か
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
血
の
涙
に
染
ま
る
こ
と
な
く
、
死

者
を
悼
ん
で
慟
哭
し
て
い
る
私
の
よ
う
だ
。

【
注
】
桃
如
追
善
の
句
。
青
蘿
発
句
、
五
畔
脇
、
乙
坡
第
三
の
九
吟
歌
仙
の
発
句
。「
寛
政
元
己
酉
九
月
十
五
日
追
悼
俳
諧
之
連
歌
」
と

あ
り
、
そ
の
あ
と
に
長
い
前
書
の
追
悼
文
が
あ
る
。
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⑬

わ
が
泪
う
つ
り
て
菊
も
黄
な
る
か
な

青
蘿

秋
（
菊
）

出
典
『
観
月
楼
句
集
』（
寛
政
元
年
、
乙
坡
編
）

【
訳
】
私
の
涙
の
色
が
映
っ
た
の
か
、
こ
の
菊
は
、
白
菊
か
ら
黄
菊
に
変
わ
っ
た
よ
う
だ
。

【
注
】
桃
如
追
善
「
一
座
捻
香
」
の
巻
末
発
句
。

琴こ
と

弾び
き

山

⑭

山
は
春
琴
の
岩
こ
す
水
の
音

青
蘿

春

出
典
『
観
月
楼
句
集
』

【
訳
】
山
の
春
は
水
が
動
き
始
め
る
。
琴
弾
山
か
ら
聞
こ
え
る
音
は
、
岩
を
越
す
水
が
さ
ら
さ
ら
と
琴
を
弾
く
よ
う
に
き
こ
え
る
。

【
注
】『
観
月
楼
句
集
』「
但
州
名
所
」
所
収
の
句
。
但
馬
の
琴
弾
山
の
地
名
を
詠
み
込
む
。
兵
庫
県
養
父
市
に
あ
る
「
琴
弾
山
」
は
、

「
琴
引
峠
」
ま
た
は
「
琴
引
山
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
八
木
城
が
羽
柴
秀
吉
に
攻
め
ら
れ
て
落
城
し
た
と
き
、
姫
君
が
こ
こ
ま
で
逃
げ
て

琴
を
弾
い
た
と
さ
れ
る
。

⑮

梅
も
ど
き
小
粒
に
赤
し
初
し
ぐ
れ

播
磨
加
古
川
青
蘿

冬
（
初
し
ぐ
れ
）

出
典
『
し
ぐ
れ
会
』（
寛
政
元
年
、
一
萍
編
か
）。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
冬
に
な
り
、
梅
擬
の
小
さ
な
赤
い
実
が
美
し
い
。
折
か
ら
降
っ
た
初
時
雨
が
、
紅
葉
と
同
じ
よ
う
に
染
め
た
の
だ
ろ
う
。

【
注
】「
梅
も
ど
き
」
は
梅
擬
。
晩
秋
に
実
が
深
紅
色
に
な
り
、
初
冬
ま
で
残
る
。『
滑
稽
雑
談
』
に
「
梅
も
ど
き
、
冬
に
至
り
て
実
紅

な
り
」
と
あ
る
。『
し
ぐ
れ
会
』
の
「
四
来
奉
納
」
の
部
に
入
る
。
こ
の
年
、
青
蘿
は
時
雨
会
に
参
加
し
て
い
な
い
が
、
玉
屑
が
出
座

し
て
い
る
。

⑯

蒔
つ
く
し
夜
よ
り
鶴
鳴
く
岡
の
麦

播
州
青
蘿

冬
（
麦
蒔
）

出
典
『
肥
後
の
も
の
』（
寛
政
元
年
、
眉
山
編
）。『
青
蘿
発
句
集
』
に
「
蒔
つ
け
し
夜
よ
り
鶴
な
く
岡
の
麦
」
と
し
て
入
る
。

【
訳
】
畑
に
麦
を
蒔
き
終
わ
っ
た
そ
の
夜
か
ら
、
鶴
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。
鶴
が
や
っ
て
来
て
、
畑
を
荒
ら
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
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ぬ
。

【
注
】「
麦
蒔
」
の
季
節
は
冬
で
、『
毛
吹
草
』
な
ど
に
十
月
と
し
て
出
る
。「
鶴
き
た
る
」
は
秋
の
季
語
。
こ
の
発
句
は
初
冬
の
風
景
で

あ
る
。『
肥
後
の
も
の
』
は
眉
山
の
筑
紫
行
脚
の
記
念
集
。
青
蘿
の
句
は
発
句
の
「
冬
の
部
」
巻
頭
句
。

⑰

燈
と
も
し
び

も
た
よ
り
も
消
る
霜
夜
哉

青
蘿

冬
（
霜
夜
）

出
典
『
鐘
筑
波
』（
寛
政
二
年
、
紫
暁
編
）。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
友
人
の
几
董
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
寒
い
霜
夜
に
、
灯
火
が
消
え
た
よ
う
な
辛
い
思
い
が
す
る
。
彼
の
便
り
は
も
う

来
な
い
の
だ
。

【
注
】『
鐘
筑
波
』
は
几
董
追
善
集
。
几
董
は
、
寛
政
元
年
十
月
二
十
三
日
に
没
し
た
。
当
句
は
、
親
し
か
っ
た
几
董
を
悼
む
追
善
句
。

前
書
「
夜
半
の
あ
る
じ
は
風
雅
を
と
も
に
相
か
た
ら
ふ
の
ひ
と
り
な
り
け
る
が
、
お
の
れ
に
先
だ
ち
て
身
ま
か
り
け
る
を
か
な
し
み

侍
て
」
と
あ
る
。

寛
政
二
庚
戌
冬
十
一
月
十
七
日
紅
葉
之
御
会
（
以
下
、
文
章
略
）

⑱

日
を
い
た
ゞ
き
て
冬
も
ま
す
穂
の
薄
哉

冬

出
典
『
青
蘿
発
句
集
』

【
訳
】
二
条
御
殿
に
伺
い
、
和
歌
の
伝
統
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。
お
庭
は
冬
景
色
で
す
が
、
日
が
射
し
て
暖
か
い
。
そ
こ
の
薄
は
、

か
の
『
無
名
抄
』
で
語
ら
れ
る
登
蓮
法
師
の
ま
す
ほ
の
薄
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
注
】
寛
政
二
年
十
月
十
六
日
、
青
蘿
は
第
二
回
二
条
家
俳
諧
の
宗
匠
と
な
る
（
前
書
の
「
十
一
月
十
七
日
」
は
間
違
い
）。
百
韻
は
、

二
条
家
当
主
の
発
句
に
青
蘿
が
脇
を
詠
む
。
そ
れ
と
は
別
に
、
こ
う
し
て
発
句
も
献
上
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
長
い
前
書
が
あ
り
、

「（
前
略
）
御
庭
の
み
ま
え
に
お
し
の
ぼ
り
て
鶯
蛙
の
う
た
と
な
ふ
る
事
の
さ
ゞ
れ
石
の
千
世
経
べ
き
数
〳
〵
生
ふ
る
草
木
の
葉
ご
と

の
す
ゑ
〴
〵
ま
で
も
有
難
き
色
は
冬
の
け
し
き
も
な
げ
な
る
に
ぞ
、
そ
の
こ
ゝ
ろ
を
賦
し
て
奉
る
と
て
」
と
あ
る
。
二
条
家
の
伝
統

を
感
じ
、
そ
の
庭
の
草
木
に
も
由
緒
を
み
と
め
て
い
る
。
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御
宿
題

殿
前
紅
葉

⑲

真
砂
ま
で
て
り
し
く
園
の
紅
葉
か
な

冬
（
紅
葉
散
る
）

出
典
『
青
蘿
発
句
集
』

【
訳
】
二
条
御
殿
の
庭
に
落
ち
て
い
る
紅
葉
は
今
ま
だ
色
美
し
く
、
そ
の
赤
は
敷
か
れ
て
い
る
白
砂
に
映
っ
て
照
り
輝
い
て
い
る
。

【
注
】
⑱
と
同
じ
時
の
発
句
。
宿
題
が
出
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

落
葉
支
流
水
と
い
へ
る
御
題
を
あ
る
か
た
よ
り
給
ふ
に

⑳

吹
た
め
て
水
に
色
添
ふ
落
葉
か
な

冬
（
落
葉
）

出
典
『
青
蘿
発
句
集
』

【
訳
】
紅
葉
し
た
葉
が
落
ち
て
、
二
条
御
殿
の
お
庭
の
流
水
に
浮
か
ん
で
い
る
。
風
に
吹
き
た
め
ら
れ
き
れ
い
な
錦
に
な
っ
て
、
水
に

色
を
添
え
て
い
る
よ
う
だ
。

【
注
】
⑱
⑲
と
同
じ
時
の
発
句
。
二
条
家
の
役
人
か
ら
も
題
が
出
さ
れ
る
よ
う
だ
。
題
は
「
落
葉
が
水
の
流
れ
を
さ
ま
た
げ
る
」
と
い

う
意
味
。

辛
亥
三
月
十
七
日
花
之
御
会
御
宿
題

殿
前
花

㉑

我
等
ま
で
や
御
目
通
り
の
花
の
か
げ

春
（
花
）

出
典
『
青
蘿
発
句
集
』

【
訳
】
我
ら
の
よ
う
な
身
分
の
低
い
者
ま
で
、
御
殿
に
召
さ
れ
、
満
開
の
花
の
陰
で
二
条
様
に
お
目
通
り
で
き
ま
す
こ
と
は
、
大
変
有

難
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
注
】
寛
政
二
年
の
翌
年
三
月
十
四
日
に
、
今
度
は
春
の
花
の
会
の
宗
匠
と
し
て
召
さ
れ
た
（「
三
月
十
七
日
」
は
間
違
い
）。
こ
れ
も

宿
題
の
発
句
。
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㉒

花
に
さ
む
く
都
の
人
を
あ
ら
し
や
ま

播
州
青
蘿

春
（
花
）

出
典
『
花
供
養
』（
寛
政
三
年
、
闌
更
編
）。『
青
蘿
発
句
集
』
に
「
花
に
さ
は
ぐ
都
の
人
よ
あ
ら
し
山
」
と
し
て
入
る
。、

【
訳
】
嵐
山
で
は
、
花
が
咲
い
て
も
に
ま
だ
寒
い
。
都
人
を
長
く
は
居
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

【
注
】
地
名
の
「
嵐
山
」
に
、
人
を
「
在あ

ら
せ
る
」
を
か
け
る
。『
青
蘿
発
句
集
』
で
は
前
書
が
あ
り
「
あ
ら
し
山
の
花
は
水
涓け

ん

々け
ん

と
さ

び
し
く
松
朧
〳
〵
と
深
し
。
さ
ら
に
我
境
と
も
お
も
は
ざ
り
け
る
に
」
と
あ
り
、
句
は
「
花
に
さ
は
ぐ
都
の
人
よ
あ
ら
し
山
」
で
あ

る
。
そ
の
句
で
は
、「
人
々
は
花
に
集
ま
っ
て
浮
か
れ
て
い
る
が
、
嵐
山
の
寂
寞
壮
大
な
風
景
を
み
る
が
よ
い
、
と
て
も
我
が
物
顔
に

は
騒
い
で
お
れ
ま
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。『
花
供
養
』
に
投
句
し
た
あ
と
、
青
蘿
が
改
編
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

㉓

は
な
散
り
て
三
日
月
高
し
嵐
山

春
（
花
）
出
典
『
青
蘿
発
句
集
』

【
訳
】
全
山
の
花
が
散
っ
て
、
よ
う
や
く
嵐
山
の
上
に
か
か
る
三
日
月
に
も
目
が
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。

【
注
】
㉒
と
同
じ
時
の
句
。

㉔

舟
ば
た
や
履く

つ

ぬ
ぎ
捨
る
水
の
月

雑

出
典
『
水
の
月
』（
寛
政
三
年
、
玉
屑
編
）。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
自
分
は
、
あ
の
水
に
映
る
月
を
め
が
け
て
、
舟
ば
た
か
ら
飛
び
込
む
の
だ
、
履
を
脱
ぎ
捨
て
て
。
そ
し
て
あ
ち
ら
の
世
を
訪
ね

よ
う
。

【
注
】「
水
の
月
」
は
手
に
取
れ
な
い
も
の
、
猿
が
取
ろ
う
と
し
て
失
敗
す
る
。『
水
の
月
』
は
青
蘿
追
善
集
。
当
句
は
、
寛
政
三
年
六

月
十
七
日
に
没
し
た
青
蘿
の
辞
世
吟
で
、
発
句
を
詠
ん
だ
の
は
六
月
十
一
日
。
玉
屑
の
「
青
蘿
居
士
終
焉
記
」
に
入
る
。
長
い
前
書

が
あ
り
、
以
下
の
通
り
。「
誰
を
こ
ひ
、
か
れ
を
ま
つ
べ
き
身
に
し
あ
ら
ね
ど
、
此
た
び
頭づ

癰よ
う

と
い
へ
る
や
ま
ひ
大お

お

瓠ひ
さ
ご

ほ
ど
に
な
れ

り
。
身
に
せ
ま
り
て
い
か
ん
と
も
な
し
が
た
か
り
け
ら
し
。
此
の
大
瓠
の
用
か
た
あ
ら
ん
や
。
知
あ
ら
ば
た
そ
用
る
こ
と
を
し
ら

む
。
是
多
く
は
黄よ

泉み

に
帰
る
舟
に
つ
く
ら
ん
か
」。
ま
た
、
六
月
二
十
二
日
光
念
寺
で
行
わ
れ
た
追
善
の
根
本
式
百
韻
の
発
句
に
も

な
っ
て
い
る
。
脇
は
玉
屑
「
大
千
世
界
き
よ
き
涼
風
」。
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㉕

白
げ
し
に
照
り
あ
か
し
た
る
月
夜
哉

青
蘿

夏
（
芥
子
の
花
）

出
典
『
栗
本
集
』（
寛
政
四
年
、
布
舟
編
）。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
白
芥
子
が
咲
い
て
い
る
。
優
雅
な
そ
の
白
さ
は
、
月
の
光
を
受
け
て
ま
す
ま
す
美
し
い
。
し
か
し
、
そ
ん
な
短
夜
は
、
す
ぐ
に

明
け
て
し
ま
う
の
だ
。

【
注
】『
栗
本
集
』
は
、
青
蘿
と
門
人
の
両
吟
歌
仙
集
。
乾
巻
の
上
下
に
、
歌
仙
三
十
六
巻
を
収
め
る
。
坤
巻
も
あ
っ
た
か
、
不
明
。
青

蘿
の
没
後
、
門
人
の
布
舟
が
出
版
し
た
。
内
題
「
栗
の
本
両
吟
歌
仙
行
」。
こ
の
発
句
は
巻
頭
歌
仙
の
発
句
。
脇
は
仏
白
で
「
蝶
夏
寒

く
た
ち
出
る
な
り
」。

㉖

秋
ち
か
し
薄す

す
き

溢
る
ゝ
露
の
月

青
蘿

夏
（
秋
ち
か
し
）

出
典
『
栗
本
集
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
そ
ろ
そ
ろ
秋
の
気
配
が
た
だ
よ
う
頃
、
穂
の
出
始
め
た
薄
に
は
夜
露
が
溢
れ
、
そ
れ
に
月
が
宿
っ
て
い
る
。

【
注
】
第
二
歌
仙
、
脇
は
重
羽
で
「
す
み
き
る
水
に
移
る
夏
雲
」。

㉗

笹
折
て
赤
蟹
な
ぶ
る
夕
す
ゞ
み

青
蘿

夏
（
夕
す
ず
み
・
蟹
）

出
典
『
栗
本
集
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
夕
涼
み
に
水
辺
に
出
て
み
る
と
、
白
砂
の
上
を
赤
蟹
が
這
っ
て
い
る
。
付
近
に
は
え
て
い
る
笹
を
手
折
っ
て
、
退
屈
し
の
ぎ
に

な
ぶ
っ
た
り
し
て
み
る
。

【
注
】
第
三
歌
仙
の
発
句
。
前
書
に
「
た
ば
こ
の
火
な
ど
携
へ
、
江
の
ほ
と
り
に
出
。
こ
ゝ
ろ
よ
げ
な
る
砂
の
う
へ
に
ひ
と
り
ふ
た
り

は
い
ゐ
て
あ
つ
さ
を
し
の
ぐ
と
て
」
と
あ
る
。
砂
浜
の
風
景
で
、
砂
の
白
、
蟹
の
赤
、
笹
の
緑
が
対
照
的
。
脇
は
桃
如
で
「
薄
葉
か

き
た
る
松
の
根
あ
か
り
」。
㉕
㉖
㉗
の
発
句
の
歌
仙
の
あ
と
「
此
三
つ
の
発
句
わ
き
せ
し
人
々
は
、
但
馬
の
く
に
に
お
き
て
風
雅
の
道

に
信
ふ
か
ゝ
り
し
が
、
今
は
古
人
と
な
り
に
き
」
と
あ
る
。
仏
白
、
重
羽
、
桃
如
は
、
但
馬
の
人
で
、
寛
政
三
年
に
は
没
し
て
い
た
。

㉘
中
〳
〵
に
啼
て
ね
ら
れ
ね
ほ
と
ゝ
ぎ
す

青
蘿
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夏
（
時
鳥
）

出
典
『
栗
本
集
』

【
訳
】
時
鳥
は
、
最
初
の
一
声
を
待
つ
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
夜
を
徹
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
頻
繁
に
啼
か
れ
て
も
、
か
え
っ
て
寝
ら

れ
な
い
も
の
だ
。

【
注
】
第
四
歌
仙
の
発
句
、
脇
は
乙
坡
で
「
青
さ
し
に
ほ
ふ
信
楽
の
宿
」。
百
人
一
首
に
「
時
鳥
啼
き
つ
る
方
を
な
が
む
れ
ば

は
や
有

明
の
月
ぞ
残
れ
る

後
徳
大
寺
左
大
臣
」
と
あ
る
よ
う
に
、
明
け
方
ま
で
時
鳥
の
声
を
待
つ
和
歌
は
多
い
。
こ
の
句
は
、
啼
き
す
ぎ

て
寝
ら
れ
な
い
と
い
う
滑
稽
。

㉙

み
じ
か
夜
や
蚕か

い
こ

飼
ふ
家や

の
窓
明
り

青
蘿

夏
（
短
夜
）

出
典
『
栗
本
集
』

【
訳
】
飼
家
で
は
、
夜
な
べ
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
窓
明
か
り
が
漏
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
夏
の
短
夜
は
、
は
や
明
け
て
し
ま
い

そ
う
だ
。

【
注
】
第
五
歌
仙
の
発
句
。
脇
は
五
畔
で
「
雨
の
降
や
む
垣
の
卯
の
花
」。
前
書
「
世
に
つ
か
は
る
ゝ
業
の
は
か
な
き
を
、
つ
か
は
る
ゝ

人
は
し
ら
ず
」。
短
夜
に
仕
事
を
す
る
は
か
な
さ
を
詠
む
。

㉚

わ
す
れ
ず
に
松
よ
り
お
ろ
す
風
涼
し

青
蘿

夏
（
涼
し
）

出
典
『
栗
本
集
』

【
訳
】
以
前
こ
こ
を
訪
れ
た
時
も
、
こ
の
一
本
の
松
の
も
と
で
涼
ん
だ
も
の
だ
が
、
十
年
を
経
た
今
日
、
ま
た
こ
こ
で
納
涼
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
昔
と
同
じ
く
、
松
か
ら
吹
き
下
ろ
し
て
く
る
風
が
、
な
ん
と
も
涼
し
い
。

【
注
】
第
六
歌
仙
の
発
句
。
脇
は
至
峰
で
「
円
坐
あ
た
ゝ
む
夏
の
く
れ
縁
」。
前
書
「
十
と
せ
ば
か
り
も
先
に
な
ん
あ
り
け
る
が
、
此
一

簀
斎
に
来
り
て
庭
前
の
一
木
の
松
に
朝
夕
を
も
て
な
さ
れ
て
、
松
ひ
と
木
馴
て
す
ゞ
み
の
た
よ
り
哉
と
言
ひ
捨
け
る
が
、
ま
た
こ
と

し
納
涼
の
こ
ろ
松
の
も
と
に
会
て
旅
の
あ
つ
さ
を
い
た
は
ら
れ
て
」
と
あ
る
。
但
馬
大
養
父
の
至
峰
宅
（
一
簀
斎
）
を
訪
れ
て
の
吟
。

㉛

寝
心
や
萌
黄
の
蚊
帳
の
薄
月
夜

青
蘿

― 一〇 ―― 一一 ―
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夏
（
蚊
帳
）

出
典
『
栗
本
集
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
夏
の
夜
、
少
々
酒
を
飲
ん
で
寝
る
。
そ
ん
な
時
、
萌
黄
色
の
蚊
帳
を
通
し
て
射
す
月
の
光
が
幻
想
的
で
、
薄
月
夜
の
寝
心
地
は

浄
土
に
い
る
よ
う
だ
。

【
注
】
第
七
歌
仙
の
発
句
。
脇
は
梅
国
で
「
団
扇
に
の
せ
る
珠
数
の
く
り
さ
し
」。
前
書
「
飲
酒
三
盃
の
寝
ざ
め
去
此
不
遠
の
浄
土
を
し

れ
り
」。
蚊
帳
を
通
し
て
み
る
薄
月
夜
は
、
浄
土
で
あ
る
。

㉜

若
草
の
廿
日
ば
か
り
に
花
咲
ぬ

青
蘿

春
（
若
草
・
花
）

出
典
『
栗
本
集
』

【
訳
】
若
草
が
萌
え
は
じ
め
た
と
み
て
い
る
と
、
二
十
日
ほ
ど
し
て
は
や
く
も
花
が
咲
き
始
め
た
。
そ
ん
な
春
の
日
々
は
、
う
れ
し
い

も
の
だ
。

【
注
】
第
九
歌
仙
の
発
句
。
脇
は
淇
園
「
梺
の
垣
根
を
つ
た
ふ
陽
炎
」。
春
は
ど
ん
ど
ん
闌
け
て
い
く
。

㉝

花
ほ
と
ゝ
ぎ
す
今
宵
の
月
の
ほ
と
り
な
り

青
蘿

秋
（
月
）

出
典
『
栗
本
集
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
一
年
を
、
春
の
桜
、
夏
の
時
鳥
と
楽
し
ん
で
き
て
、
仲
秋
の
今
日
、
私
は
す
ば
ら
し
い
名
月
を
な
が
め
て
い
る
の
だ
。

【
注
】
第
十
一
歌
仙
の
発
句
。
脇
は
化
麦
「
秋
の
最
中
も
已
に
ゆ
く
雲
」。
風
流
は
巡
る
。

㉞

春
の
山
な
に
事
も
な
き
眺
め
か
な

青
蘿

春
（
春
の
山
）

出
典
『
栗
本
集
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
春
に
な
っ
て
緑
が
萌
え
始
め
た
山
、
ま
だ
桜
が
咲
い
て
い
る
の
で
も
な
く
、
何
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、

春
の
気
配
に
心
が
浮
き
立
つ
も
の
だ
。

【
注
】
第
十
二
歌
仙
の
発
句
。
脇
は
李
雨
「
烏
帽
子
は
棚
に
を
き
ふ
し
の
梅
」。「
春
の
山
」
は
春
の
季
語
。

― 一二 ―― 一三 ―
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㉟

あ
つ
き
夜
の
蕣あ

さ
が
お

の
花
に
明あ

け

に
け
り

青
蘿

秋
（
蕣
）

出
典
『
栗
本
集
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
残
暑
の
夜
、
暑
さ
で
眠
れ
な
か
っ
た
が
、
夜
明
け
に
ふ
と
見
る
と
、
も
う
朝
顔
が
開
き
か
け
て
い
る
。
な
ん
と
も
涼
し
げ
な
様

子
に
暑
さ
を
忘
れ
る
こ
と
だ
。

【
注
】
第
十
三
歌
仙
の
発
句
。
脇
は
木
水
「
我
影
う
ご
く
椽
の
残
月
」。

㊱

今
日
も
ま
た
霜
は
ね
か
え
す
螽い

な
ご

か
な

青
蘿

冬
（
霜
）

出
典
『
栗
本
集
』

【
訳
】
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
冬
の
田
に
螽
が
残
っ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
元
気
で
、
あ
た
り
に
降
り
た
霜
を
跳
ね
返
す
よ
う
に
跳
び
回
っ

て
い
る
こ
と
だ
。

【
注
】
第
十
四
歌
仙
の
発
句
。
脇
は
嵐
外
「
麦
蒔
し
ま
ふ
岡
の
十
月
」。「
今
日
も
ま
た
」
に
冬
の
螽
の
強
さ
と
は
か
な
さ
を
籠
め
る
。

㊲

こ
の
比こ

ろ

は
八
歩ぶ

花
見
の
世
帯
哉

青
蘿

春
（
花
見
）

出
典
『
栗
本
集
』

【
訳
】
こ
の
と
こ
ろ
桜
は
八
分
咲
き
だ
が
、
待
ち
き
れ
ず
に
い
ち
早
く
花
見
を
し
て
い
る
家
族
も
あ
る
。

【
注
】
第
十
五
歌
仙
の
発
句
、
脇
は
松
渓
「
独う

活ど

や
蕨わ

ら
び

を
ち
ら
す
杉
の
間
」。

㊳

わ
か
竹
に
月
の
薄
も
の
か
づ
け
け
り

青
蘿

夏
（
若
竹
）

出
典
『
栗
本
集
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
竹
林
の
若
竹
を
洩
る
月
の
光
、
ま
る
で
薄
い
布
を
か
け
た
よ
う
で
、
幻
想
的
な
風
景
で
あ
る
。

【
注
】
第
十
六
歌
仙
の
発
句
、
脇
は
東
圃
「
夢
か
と
ば
か
り
に
ほ
ふ
廬
橘
」。
月
光
を
「
薄
も
の
」
と
す
る
、
繊
細
な
表
現
。

㊴

涼
し
さ
や
惣そ

う

身み

わ
す
る
ゝ
水
の
音

青
蘿
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夏
（
涼
し
さ
）

出
典
『
栗
本
集
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
水
の
音
が
涼
し
い
。
体
中
に
感
じ
て
い
た
夏
の
暑
さ
を
、
体
ご
と
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。

【
注
】
第
十
七
歌
仙
の
発
句
、
脇
は
柴
山
「
谷
間
を
の
ぼ
る
白
雨
の
月
」。」

㊵

鎧よ
ろ
い

著き
る

世
な
ら
ば
い
か
に
更こ

ろ
も

衣が
え

青
蘿

夏
（
更
衣
）

出
典
『
栗
本
集
』。『
青
蘿
発
句
集
』
に
も
入
る
。

【
訳
】
今
日
は
四
月
一
日
更
衣
の
日
、
自
分
の
よ
う
な
者
は
、
夏
衣
に
替
え
る
の
も
簡
単
だ
が
、
鎧
を
着
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
代
の
武

者
で
あ
っ
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
平
和
な
時
代
で
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。

【
注
】
第
十
八
歌
仙
の
発
句
、
脇
は
右
契
「
さ
す
日
し
づ
か
に
牡
丹
芍
薬
」。
鎧
武
者
の
更
衣
は
発
想
が
お
も
し
ろ
い
。

お
わ
り
に

こ
れ
で
一
応
、
制
作
年
代
の
わ
か
る
青
蘿
発
句
を
注
解
し
終
え
た
。
今
回
は
、
青
蘿
晩
年
の
句
で
あ
る
。

明
星
の
い
ろ
を
外
山
の
花
の
春

秋
ち
か
し
薄
溢
る
ゝ
露
の
月

寝
心
や
萌
黄
の
蚊
屋
の
薄
月
夜

涼
し
さ
や
惣
身
わ
す
る
ゝ
水
の
音

な
ど
、
繊
細
な
感
覚
の
発
句
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
青
蘿
の
俳
風
と
な
り
、
栗
の
本
一
門
の
模
範
と
な
っ
た
。
そ
う
し
て
青
蘿

は
、
二
条
家
俳
諧
の
宗
匠
ま
で
登
り
詰
め
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
円
熟
し
て
い
く
と
い
う
時
に
没
し
た
の
は
、
一
門
に
と
っ
て
も
俳
壇

に
と
っ
て
も
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

青
蘿
の
発
句
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。『
青
蘿
発
句
集
』
に
載
る
も
の
は
六
〇
〇
余
り
、
載
ら
な
い
も
の
を
含
め
る
と
八
〇
〇
余
り
の
発

句
を
、
私
は
把
握
し
て
い
る
。「
注
解
一
～
六
」
で
紹
介
し
た
の
は
、
そ
の
一
部
で
し
か
な
い
。
多
く
が
年
次
不
明
で
あ
る
。
今
後
、
そ
れ

ら
す
べ
て
の
青
蘿
発
句
を
注
解
し
た
い
と
い
う
の
が
私
の
願
い
で
あ
る
。
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私
ご
と
に
な
る
が
、
今
年
度
を
か
ぎ
り
に
退
職
す
る
。
ち
ょ
う
ど
発
句
注
解
も
一
区
切
り
を
終
え
た
。
今
後
は
有
閑
の
身
と
な
り
、
残

り
の
青
蘿
発
句
注
解
に
精
を
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

― 一四 ―
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― 一六 ―― 一七 ―

The Notes of Seira’s Haikus Ⅵ

Shizuko TOMITA

This is the following study of “The Notes of Seira’s Haikus Ⅰ to Ⅴ”.
This time I wrote the notes on the haikus composed by Seira from 1789

(Kansei 1st) to 1792 (Kansei 3rd), the year he died, and the haikus from
“Kurinomotosyu”, which his pupil published in a year after he died. It has 40
haikus in total, including his farewell haiku.
It can be said that he was mature in his later years. He composed many

haikus that are refined and eye-catching. He also had many pupils from a wide
region: Harima, Tajima and Awaji. He lived up to his name of a great master of
haiku.
This is the final paper of this study because of my retirement. In this study,

I wrote the notes on his haikus which I can infer the periods of compositions.
After I retire, I will write the notes on his haikus which periods are not

clear.
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